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〒１７４－８５０２   東京都板橋区小豆沢」１－６－８  小豆沢
あ ず さ わ

病院  ☎０３－３９６８－７９９３(直通) 

看 学 生 

通 信 

２０１１年 ７月号 

201６年 11 月号 

みなさんいかがお過ごしですか？気温差が大きくなり冬がすぐそこまで来ている気配がしますね♪ 

小豆沢病院ではインフルエンザ予防接種が始まり、多くの患者さんが来ていますよ～インフルエンザの

流行は予想できませんが、手洗いうがいはしっかり行いましょうね 

小豆沢病院の奨学金制度はお金だけの関係ではなく、
毎月奨学金を受けている学生が同じ日に集まり学校で
の悩みや今やっていることなどを報告したり、医療の
情勢を学んだりしています。奨学生になる時期や学校
はバラバラですが将来同じ病院で働く仲間として学生
時代からの関わりを大切にしています。 

 

奨学金説明会 10時～11時 

11/26(土) 

事前にお問い合わせください 

【日程】 

・１１月１２月随時実施 

・採用試験：随時実施、小論文、面接 
 

・午前は職場体験を行い午後は病院概要、研修制度などの説明を行います。 

・昼食・交通費(規定あり)支給あり。 

 

申し込み・問い合わせ 

小豆沢病院看護学生室 峠・村上 

直通電話：０３－３９６８－７９９３ 

mail：kangakusei@kenbun.or.jp 

私たちの病院は、いつでも、どこでも、だれでも安心して

受けられる良い医療を地域の人々とともにつくりあげてきま

した。私たちは、患者さまの生活や労働の実態も見つめ、

豊かに人間らしく生きることができるよう援助することをめ

ざし、「やさしさと思いやり」を抱いて患者様を看護していま

す。「患者さまのことを一番に考える看護師になりたい」そ

んなあなたを私たちは求めています。 

ぜひ、見学にいらしてください。 

全てのお申込、お問合せは小豆沢病院学生室（村上・峠）まで 

直通TEL：03-3968-7993  E-mail：kangakusei@kenbun.or.jp 

携帯TEL：080-1236-0698 

小豆沢病院学生室は看護学生の応援をする事で、将来一人でも多くの看護師が誕生する事を願っています。 

そのために看護体験や土曜講座など様々な企画を行ない、通信を中心にして参加を呼びかけています。 

また、それ以外にこちらから病院及び関連施設におけるボランティアのご協力をお願いする事もあります。 

皆さんの個人情報はそれらの為に活用しています。 

お申し出があった時には通信の停止、名簿からの削除を速やかに行ないます。 

 

学校では学べない医療の事を、楽しく学び交流しています♪見学もできるのでお問い合わせください 



 

 

  

  

 

  

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

日程 メニュー 講師 

４/１６ フィジカルアセスメント(血圧測定) 

ベッドメイキング 

看護師 

５/２１ 採血の実践 看護師 

６/１８ オムツ交換、陰部洗浄の実践 看護師、介護福祉士 

９/１７ 公開講座「気になる患者さん訪問」 看護師 

１０/１５ 認知症について学ぼう 看護師・介護福祉士 

１２/１０ 採血の実践 看護師 

１/２１ 糖尿病について学ぼう・栄養指導の実際 看護師・栄養士 

２/１８ 口腔ケアについて 歯科衛生士 

 

 

 

 

１２月１０日は 

１３：５０小豆沢病院外来集合 （開始１４時～１６時３０分） 

電話かメールで参加しますと伝えるだけです。当日は動きやすい服装と筆記用具持参で 

参加してください。 
資料の準備などがあるため１２/２(金)までに申し込みお願いします。 

電話：０３－３９６８－７９９３（看護学生室直通 担当者：村上、峠） 

メール：kangakusei@kenbun.or.jp 
学校名、学年、名前を記入し土曜講座参加とメールしてください。 

あなたと民医連をつなぐ月刊誌『いつでも元気』より☆誰でも定期購読が可能です、お問い合わせください。 

 

くすりの話掲載 

プラシ－ボ効果とは 

 

いつでも元気11月号 ｐ２３ 

学校の授業でもなかなか実践できないのが採血です。注射器や針に触れる事、扱い方

など実際に触れて学べる事がたくさんあります。手順や声かけ、注意点などを学ぶこ

とができます。モデルを使用して練習を行います。 

１０月は「認知症を学ぼう」がテーマでした。 

認知症患者さんとのコミュニケーション方法を介護福祉士のＫさんがわかりやすく説明してく

れました。病棟で行われたレク(ピアニストによる演奏)にも参加しました。 

    認知症患者さんとの接し方 

  について「親しくなりたいと思って 

いることを相手に伝える」「目線を同じに 

する」「たくさん話しかける」事が大切だと言

うアドバイスが印象に残りました。認知症だ

から特別ではなく個性として捉え接していけ  

たらと思いました。 

   

   


